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小児・思春期の慢性緊張型頭痛の特徴と
理学療法に薬物療法を統合させた治療法の有効性
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―はじめに ―

小児・思春期の慢性緊張型頭痛患者は，治療に難渋し，不登校者や不規則登校者が多く学校生
活に支障を来し問題である．

成人において，頚部周囲筋群の筋緊張亢進が要因であるとされているが，小児・思春期の頭痛
患者でも認めている．小児・思春期の頭痛患者に対し当院の治療は，良好な成績を得ている．

― 目的 ―

小児・思春期の慢性緊張型頭痛の特徴と当院の治療有効性を報告する

― 方法 ―

― 結果 ―

― 結語 ―

小児・思春期の慢性緊張型頭痛の特徴は，罹患期間が長く，登校困難が多く，頚椎生理的
前弯が消失し，ADL，QOLが重度に障害されていた．
理学療法に薬物療法を統合させた当院の治療法は有効であった．

多くの小児・思春期の慢性緊張型頭痛患者は，治療開始4週間で頭痛改善を認めた．
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